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１
９
５
５
年
に
日
本
生

産
性
本
部
が
設
立
さ
れ
て

�
年
を
超
え
た
。い
ま
や
、

生
産
性
三
原
則
に
疑
問
を

抱
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
い
る
生
産
性
三

原
則
の
現
状
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
第
一
原
則
の
「
雇
用
の

維
持
・
拡
大
」を
み
る
と
、

過
去
�
年
の
雇
用
者
は
３

０
９
万
人
増
加
し
た
が
、

正
規
職
は
１
０
６
万
人
減

少
し
、
非
正
規
職
が
４
１

６
万
人
増
加
し
た
。
い
ま

や
非
正
規
職
の
比
率
は
�

％
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
非
正
規
職
の
処
遇
や

雇
用
の
安
定
性
は
低
く
、

教
育
・
訓
練
を
受
け
て
い

る
者
の
割
合
は
正
規
職
の

半
分
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
第
二
原
則
の
「
労
使
の

協
力
と
協
議
」
に
つ
い
て

み
る
と
、
労
働
組
合
の
組

織
率
は
�
・
４
％
（
雇
用

者
数
比
）
に
過
ぎ
ず
、
日

本
の
企
業
の
な
か
で
労
働

組
合
が
あ
る
の
は
わ
ず
か

に
０
・
６
％
で
あ
る
。
労

使
協
議
の
内
容
で
は
、「経

営
に
関
す
る
事
項
」や
「人

事
」
に
関
し
て
は
重
視
さ

れ
て
い
な
い
。

　
第
三
原
則
の
「
成
果
の

公
正
な
分
配
」
で
は
、
マ

ク
ロ
の
労
働
分
配
率
の
低

下
が
各
所
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
正
規
と

非
正
規
、
大
手
と
中
小
の

公
正
配
分
に
対
す
る
疑
念

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
「
生
産
性
と
は
現
存
す

る
も
の
の
進
歩
、
あ
る
い

は
不
断
の
改
善
を
め
ざ
す

精
神
状
態
で
あ
る
」
と
し

た
ロ
ー
マ
会
議
報
告
書
の

崇
高
な
理
念
は
、
日
本
に

お
い
て
見
事
に
花
開
き
、

日
本
の
高
度
成
長
を
支
え

た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は

労
使
の
英
知
で
乗
り
越
え

た
も
の
の
、
バ
ブ
ル
崩
壊

以
降
、
失
わ
れ
た
�
年
と

い
わ
れ
な
が
ら
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　
鉱
物
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
限
性
が
指
摘
さ

れ
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
枠
組
み
が
合
意
さ

れ
、
１
０
０
年
後
の
日
本

の
人
口
が
現
在
の
３
分
の

１
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど

の
成
長
制
約
要
因
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

対
処
す
る
に
は
、
働
く
人

す
べ
て
が
日
常
的
に
創

意
、
工
夫
す
る
姿
勢
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
資
源
が
乏
し
い

日
本
で
は
、
「
人
」
が
最

大
の
経
営
資
源
で
あ
る
こ

と
に
多
く
の
人
が
同
意
す

る
。そ
の
具
体
的
な
姿
は
、

人
間
性
の
尊
重
を
基
礎
と

し
た
生
産
性
三
原
則
の
意

味
を
確
認
し
、
実
行
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
昨
年
�
月
に
就
任
し
た

ば
か
り
で
あ
り
、
自
分
自

身
が
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
各
位
の
指
導

を
お
願
い
し
た
い
。


